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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、子育てを支えるという観点から小児外来の看護シス

テムと外来看護師育成プログラムを構築することであった。まず日本、および日本と同様に少

子化という課題を抱えているドイツ、カナダ、韓国の子育ての現状について文献検討を実施し

た。次に、首都圏近郊の子育て支援サークルにおいて家族および支援スタッフへの面接調査を、

総合病院の小児科外来において観察及び面接調査を実施し、家族のニーズを把握した。また、

オーストリアのウィーン市において育児環境や外来の状況などについて調査を行った。これら

の結果をもとに小児外来看護システム及び外来看護師育成ブログラムを構築した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this study was to construct the nursing system and nurses’   
education program in pediatric outpatient departments of the hospital. At first we 
reviewed the literature on the environment of child care in some countries facing 
the problem of declining birthrate. Next we described the demands from families for 
nurses’ care through the observations and interviews at a pediatric outpatient 
department of the hospital and two childcare groups. We also interviewed mothers in 
Vienna, Austria. On the basis of these researches we constructed the nursing system 
and nurses’ education program in pediatric outpatient departments of the hospital. 
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１．研究開始当初の背景 
 
近年、医療費の抑制を目的として入院期間

の短縮化が政策的にも進められた結果、日常
的に治療やケアをしながら地域で生活する
子ども達が増加しており、小児医療において
も外来での継続的なケアが重要視されるよ
うになってきている。しかし、外来に求めら
れる看護は継続的なケアだけではない。一般
的に小児科の外来を訪れる患者の大半を占
めるのは、むしろ風邪などの日常的な疾患で
繰り返し受診する子どもであり (五十嵐 , 
2003)、小・中規模病院の外来やクリニック
ではその対応に追われている。 
研究代表者は、「小児科外来における看護

師の働き－ある地域密着型中規模病院にお
けるエスノグラフィー－」（2007 年度日本赤
十字看護大学大学院博士論文）の中で、地域
の最前線に位置する医療施設の小児科外来
における看護師の奮闘する姿を描いたが、核
家族化、少子化が進行する現代社会の中で孤
立している家族が外来で様々な援助を求め、
看護師はその対応に追われているという現
実が浮かび上がった。 
小児救急医療の現場においても、子どもと

家族の多様なニーズとそれに応えきれない
医療の実態がある。日本看護協会では、この
ような現場で最新の知識・技術を持ち、自立
して対応できる小児救急看護認定看護師の
育成を 2005 年 4 月から行っているが、十分
ではない。小児科外来や救急外来では、育児
の知恵やコツを教えてほしい、また、子ども
の症状にどのように対応すればよいかがわ
からない、不安でたまらないと訴えて受診し
てくる家族も多い。加えて、受診の機会を虐
待やネグレクトの早期発見の場として捉え
ることの重要性も高まっている。このように、
現在の外来には、単に疾患に対する治療やコ
ントロールだけにとどまらない役割が求め
られている。 
我が国の明日を担う子どもが健やかに成

長するために、子どもと家族のニーズを知り、
子育てを支援する小児外来看護システムお
よび、そこで実際に援助をする高い実践能力
を備えた外来看護師の育成プログラムを構
築することは意義のあることと考え、本研究
を計画した。 
 
２．研究の目的 

 
子育てを支える小児外来看護システムお

よび外来看護師の育成プログラムを構築す
る。具体的には以下のことを明らかにする。 
 
（１）小児の外来および少子化時代に子ども
を育てている家族の現状や課題に関し、文献

および外来エキスパート看護師との討議に
よって検討する。 
 
（２）上記の検討をもとに、外来や地域の子
育て支援グループにおけるフィールドワー
クおよび子どもと家族に直接面接すること
によって、そのニーズを把握する。 
 
（３）同様の少子化問題を抱えるヨーロッパ、
アジアおよび北米諸国から数ヵ国を選択し
て、子どもと家族のニーズおよび看護師の実
践的支援活動について文献や現地調査を通
して、検討する。 
 
（４）上記の（２）および（３）の結果から、
子どもと家族の様々なニーズに応え、子育て
を支える小児外来看護システムおよび高い
実践能力を備えた外来看護師の育成プログ
ラムを構築する。 
 
３．研究の方法 
 
（１）「子育てを支える」という観点から、
子どもを育てている家族の現状や課題に関
して文献検討を行った。 
また、出生率や GDP など、日本と同様に経

済や健康・福祉の水準は良好であるが、少子
化という問題を抱えている韓国、カナダ、ド
イツ各国の子育ての状況について、文献およ
び現地の看護職から情報を収集し、比較、検
討した。 
 
（２）小児科外来を受診する子どもと家族の
ニーズを捉える調査を首都圏の総合病院小
児科外来において実施した。外来において子
どもと家族の様子を観察し、また直接家族お
よび看護師に面接を行い、家族のニーズと看
護師の関わりについて分析した。 
また、首都圏の 2箇所の NPO 法人の子育て

支援グループにおいても、子どもを育てる家
族のニーズ、小児科外来の医療者に求めるこ
となどについて、家族を対象に面接調査を実
施し、データを分析した。また、こうした家
族を支援している子育て支援グループの看
護職スタッフにもスタッフとしての関わり
の他、医療や行政等との連携を含む地域での
育児支援に関する活動内容等について面接
を実施し、データを分析した。 
実施に先立ち、研究計画書を作成し、所属

大学および協力施設の研究倫理審査委員会
に研究計画書を提出し、審査を受け、承認を
受けた。 
 
（３）社会的、医療的環境が類似している国
として、オーストリアのウィーン市を訪問し、
以前当地に在住し、子育てサークルで家族の



支援に関わっていた看護師の協力を得なが
ら、育児環境や外来の状況、子どもと家族の
ニーズおよび看護師の実践的支援活動につ
いて家族や医療職者を研究参加者として面
接調査を実施した。 
また、子育て環境の情報を得るため当地の

保育園などの視察を行った。 
調査に先立ち所属大学の研究倫理審査委

員会に研究計画書を提出し、審査を受け、承
認を受けた。調査の準備、実施、データの分
析などについて、小児看護専門家の意見を聞
いた。 
 
（４）これらの調査、研究結果を基盤として
子育てを支える小児外来看護システムおよ
び外来看護師の育成プログラムの構築を進
めた。 
 
４．研究成果 
 
（１）文献検討の結果、予防接種、乳幼児健
康診査、保育システムに関して、日本と同様
に経済や健康・福祉の水準は良好であるが、
少子化という問題を抱えている諸外国と日
本の現状には、大きな違いは見られなかった。 
 一方、受診行動などを見ると親の不安によ
る受診が多いなどの日本の特徴が明らかに
なり、諸外国との文化や環境の違いについて
さらに文献を検討し、考察を深めた。 
 
（２）総合病院の小児科外来における調査の
結果、小児科外来では、受診する子どもの親
の要求と看護師のケアには少なからずずれ
があること、家族は看護師の援助を求めるこ
とを躊躇していることなどが明らかになっ
た。 
一方で子育て支援グループは、母親たちの

仲間作りに貢献し、そこでの仲間同士の情報
交換や支え合い、また経験豊富な看護職の支
援スタッフによるサポートが母親たちの子
育ての力を育み、子どもが病気になったとき
の判断や行動に役立っていることが明らか
になった。 
 
（３）オーストリアのウィーン市在住の家族
との面接の結果、母親たちはハーブや漢方薬
などを用いる自然療法を家庭内で代々受け
継いで実施していること、普段からかかりつ
け医と良好な関係を築き、維持していること
から不必要な受診は控えていること、子ども
が急な病気になったとき、有職の母親は看護
休暇を自由に取ることができること、また、
同居・別居の別なく、祖父母や親戚との関係
が強く、子育てに協力してもらえることなど
が明らかになった。 
 視察したウィーン市内の保育園では、親た
ちが子育てサークルを組織し、保育園の運営

に積極的に関わっており、保育士や幼児教育
専門家の支援を得て、子ども達が自由な発想
や感性を育むことができる環境を整えてい
た。 
 
（４）以上の結果を踏まえて、子育てを支え
る小児外来看護システムおよび外来看護師
の育成プログラムについて、検討し、構築し
た。 
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